


 

 

 

 

 



ムタンザニア紙 2011 年 11 月 22 日（火） 5 面 

 

日本から車両 4 台の支援 

 

タンザニア政府は日本から、救急車 4 台（9000 万シリング相当）を受け取った。こ

の式典はダルエスサラームにて昨日行われ、出席したウィリアム・ルクヴィ国務大臣は、

これらの救急車は 3 州の医療機関で使用されると述べ、「今日、彼らは我々との約束を

守ってくれた。この救急車は中古ではあるが、まるで新車のように整備が行き届いてい

る。これらはイリンガ県、モロゴロ警察、ダルエスサラームの各地で、急患や妊産婦の

搬送に大いに役立ってくれるだろう。今回、居住地から病院までの搬送距離の長さから、

モロゴロ州とイリンガ州が支援先に選ばれた。」と語った。岡田眞樹在タンザニア日本

大使は、今回の支援は日本からの多方面の草の根支援の一つであると述べ、「現存の救

急車の数に対して急患の数が非常に多いことから、この支援に重点を置くことにした。

救急車の不足により患者達は徒歩で病院へ行くことを強いられ、患者の健康状態を更に

悪化させてしまう。来年、これらの救急車が、多く患者の命を救うために役立ってくれ

ることを期待している。」と語った。（エリザベス・ホンボ記者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



ウフル紙 2011 年 11 月 22 日（火） 3 面 

 

日本政府は救急車 4 台、9500 万シリング相当をタンザニア NGO 協会（TANGO）に

供与した。TANGO 代表のングンガ・テパニ氏はインタビューに応え、これらの救急車

はそれぞれイリンガ県庁、モロゴロ州警察、人権推進協センター、聖カミリアス病院へ

行き渡ることになっている。写真は、岡田眞樹在タンザニア日本大使が TANGO 代表

のテパニ氏に救急車の鍵を手渡しているところ。昨日、ダルエスサラームの TANGO

事務所にて。（本紙カメラマン撮影） 
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ニパシェ紙 2011 年 11 月 30 日（水） 17 面 

 

日本大使館から警察へ救急車の援助 

 

 在タンザニア日本大使館は救急車（トヨタ ハイエース、4000 万シリング相当）と

モロゴロ州警察簡易診療所へ供与した。同州警察長官アドルフィナ・チアロ氏は、「日

本大使館から救急車が届いた。この支援は今回の申請を出した同州警察所属、簡易診療

所所長のジュマ・ボンザ医師が、日本大使館に患者への医療サービス向上の支援を願い

出たことで始まった。本件は、昨年 6 月 23 日に、タンザニア NGO 協会（TANGO）

によってまとめられ、計画が承認された後、トヨタ ハイエースが供与される運びとな

った。」と語った。この支援を受けるにあたって、チアロ長官とサイディ・ムウェマ警

視正は日本大使館による同州警察への支援に対して謝辞を述べ、また、この支援によっ

て多くの地域住民が助けられることにも謝辞を述べた。ボンザ医師は、「救急車供与と

いう多大な支援によって、我々モロゴロ州警察と多くの救急患者達が助けられることだ

ろう。」と語った。 

 

 

 



 

 

 

 



マジラ紙 2011 年 11 月 30 日（水） 9 面 

 

 日本がモロゴロ警察の車両を支援 

 

モロゴロ州警察は日本政府から、同警察が運営する簡易診療所のための救急車（トヨタ 

ハイエース、4600 万シリング相当）を供与された。この支援に関して、モロゴロ州警

察長官アドルフィナ・チアロ氏は、「この支援の申請が通ったのは、同診療所所長のジ

ュマ・ゴンザ医師の努力の賜物である。日本大使館の草の根・人間の安全保障無償資金

協力医療へ救急車を申請した後の手続き等、医療スタッフの努力は大きい。」と語った。

チアロ長官は、この大きな支援に対して日本大使館に謝辞を述べ、モロゴロ州が交通の

要所であり、交通事故が多発する州のひとつであることを付け加え、また、「モロゴロ

警察には地域住民の安全を守るための機材・設備が不十分な点がまだ多くあり、それら

に関しても支援をしてもらいたい。」と結んだ。 

（ラマダン・リベナンガ記者） 
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